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施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
要
綱

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律

第
一

訓
練
の
認
定
基
準
の
改
正

一

認
定
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
者
が
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
職
業
訓
練
（
以
下
「
申
請
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
、
過
去
に
申
請
職
業
訓
練
と
同
一
の
分
野
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
一
定
の
就
職
率
の
実

績
を
有
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
要
件
を
次
の
よ
う
に
す
る
こ
と
。

要
件
の
対
象
と
な
る
認
定
職
業
訓
練
に
つ
い
て
、
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県

（一）
の
区
域
内
で
行
っ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

就
職
率
の
算
定
対
象
を
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者

（二）
と
な
っ
た
者
及
び
同
法
第
五
条
第
一
項
の
適
用
事
業
の
事
業
主
と
な
っ
た
者
と
す
る
こ
と
。

連
続
す
る
三
年
の
間
に
二
以
上
の
単
位
の
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
場
合
に
下
回
る
も
の
で
な
い
こ
と
と
す
る
就
職

（三）
率
を
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
認
定
職
業
訓
練
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
就
職
率
と
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

イ

基
礎
訓
練

百
分
の
三
十
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ロ

実
践
訓
練

百
分
の
三
十
五

認
定
職
業
訓
練
の
就
職
率
が
一
度
で
も
下
回
る
も
の
で
な
い
こ
と
と
す
る
就
職
率
の
基
準
を
廃
止
す
る
こ
と
。

（四）
二

申
請
職
業
訓
練
を
行
う
者
の
欠
格
事
由
を
次
の
よ
う
に
す
る
こ
と
。

過
去
に
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行
に
関
し
重
大
な
不
正
の
行
為
を
理
由
と
し
て
認
定
の
取
消
し
等
を
受
け

（一）
た
者
に
限
り
永
年
の
欠
格
事
由
に
該
当
す
る
も
の
と
し
、
重
大
な
不
正
の
行
為
以
外
の
不
正
の
行
為
を
理
由
と
し
て
認

定
の
取
消
し
等
を
受
け
た
者
は
五
年
の
欠
格
事
由
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

認
定
の
取
消
し
等
の
理
由
と
な
っ
た
過
去
の
不
正
の
行
為
の
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

（二）
な
い
場
合
は
、
当
該
認
定
の
取
消
し
等
が
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
に

お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
に
限
り
、
欠
格
事
由
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

過
去
に
不
正
の
行
為
以
外
の
理
由
に
よ
り
認
定
の
取
消
し
等
を
受
け
た
場
合
は
、
申
請
職
業
訓
練
を
行
お
う
と
す
る

（三）
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
も
の
に
限
り
、
欠
格
事
由
に
該
当
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
二

認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
の
支
給
要
件
の
改
正
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一

認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本
奨
励
金
の
支
給
要
件
を
次
の
よ
う
に
す
る
こ
と
。

受
講
者
の
出
席
に
関
す
る
要
件
に
つ
い
て
、
認
定
職
業
訓
練
の
一
実
施
日
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
部
分
を
受

（一）
講
し
た
訓
練
実
施
日
を
、
二
分
の
一
日
分
を
受
講
し
た
も
の
と
し
て
受
講
し
た
総
日
数
の
算
定
に
加
え
る
と
と
も
に
、

受
講
し
た
総
日
数
に
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
は
切
り
捨
て
た
上
で
、
出
席
率
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三
か
月
単
位
又
は
認
定
職
業
訓
練
の
全
て
の
期
間
に
お
い
て
出
席
率
が
百
分
の
八
十
未
満
の
受
講
者
に
つ
い
て
、
一

（二）
か
月
単
位
で
出
席
率
が
百
分
の
八
十
以
上
で
あ
る
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
一
か
月
単
位
で
出
席
率
が
百
分
の
八

十
以
上
で
あ
る
期
間
に
つ
い
て
支
給
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

二

認
定
職
業
訓
練
実
施
付
加
奨
励
金
は
次
に
掲
げ
る
就
職
率
の
区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。百

分
の
三
十
五
以
上
百
分
の
六
十
未
満

実
践
訓
練
の
修
了
者
等
一
人
に
つ
き
一
万
円
に
実
践
訓
練
の
付
加
奨
励
金

（一）
支
給
単
位
期
間
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

百
分
の
六
十
以
上

実
践
訓
練
の
修
了
者
等
一
人
に
つ
き
二
万
円
に
実
践
訓
練
の
付
加
奨
励
金
支
給
単
位
期
間
の
数

（二）
を
乗
じ
て
得
た
額
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三

認
定
職
業
訓
練
実
施
奨
励
金
を
不
支
給
と
す
る
範
囲
を
次
の
よ
う
に
す
る
こ
と
。

過
去
の
不
正
の
行
為
を
理
由
と
し
て
永
年
の
不
支
給
と
す
る
場
合
を
、
過
去
に
認
定
職
業
訓
練
に
係
る
職
務
の
遂
行

（一）
に
関
し
重
大
な
不
正
の
行
為
を
理
由
と
す
る
も
の
に
限
り
、
重
大
な
不
正
の
行
為
以
外
の
不
正
の
行
為
を
理
由
と
す
る

も
の
は
五
年
の
不
支
給
と
す
る
こ
と
。

過
去
の
不
正
の
行
為
の
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
当
該
職
業
訓
練
実
施

（二）
奨
励
金
に
係
る
認
定
職
業
訓
練
を
行
っ
た
都
道
府
県
と
同
一
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
行
っ
た
認
定
職
業
訓
練
に

係
る
も
の
に
限
り
不
支
給
と
す
る
こ
と
。

第
三

職
業
訓
練
受
講
手
当
の
支
給
要
件
の
改
正

一

訓
練
の
出
席
に
関
す
る
要
件
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
受
講
し
な
か
っ
た
認
定
職
業
訓
練
又
は
公
共
職

業
訓
練
等
（
以
下
「
認
定
職
業
訓
練
等
」
と
い
う
。
）
の
実
施
日
が
あ
る
場
合
（
や
む
を
得
な
い
理
由
以
外
の
理
由
に
よ

り
受
講
し
な
か
っ
た
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
実
施
日
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
当
該
認
定
職
業
訓
練
等
の
一
実
施
日
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
部
分
を
受
講
し
た
訓
練
実
施
日
を
、
二
分
の
一

日
分
を
受
講
し
た
も
の
と
し
て
受
講
し
た
総
日
数
の
算
定
に
加
え
る
と
と
も
に
、
受
講
し
た
総
日
数
に
一
日
未
満
の
端
数
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が
あ
る
場
合
は
切
り
捨
て
た
上
で
、
出
席
率
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

過
去
三
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
保
険
法
第
十
条
に
規
定
す
る
失
業
等
給
付
等
の
支
給
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
要
件
に
つ
い
て
、
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
の
給
付
金
で
あ
っ

て
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
（
以
下
「
職
業
安
定
局
長
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る
も
の
を
加
え
る
こ
と
。

第
四

そ
の
他

一

事
務
の
委
嘱
に
関
す
る
暫
定
措
置
の
創
設

就
職
支
援
計
画
書
の
作
成
及
び
交
付
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
就
職
を
希
望
す
る
地
域
を
管
轄
す
る
公

共
職
業
安
定
所
長
で
あ
っ
て
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
が
当
該
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
五

附
則

一

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
四
の
一
に
つ
い
て
は
平
成

二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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二

こ
の
省
令
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。


